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機能の概要
どのような状況の外部モジュール式質問事項でも Supplier Data API with Pagination を使用して更
新可能に
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今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ハイタッチ

グローバル

SAP Ariba Supplier Lifecycle and Performance

SAP Ariba Supplier Information and Performance 

Management

この機能は、該当するソリューションを使用しているすべ
てのお客様に対して自動的に有効になりますが、お客様
が設定する必要があります。

この機能を有効化するには、[顧客管理者] グループのメ
ンバが [インテリジェント設定マネージャ] で セルフサービ
ス設定パラメータ [外部モジュール式質問事項がどのよう
な状況でもAPI による更新を有効にする] 

(Application.SM.MQ.AllowUpdateResponseOnAllStatu

sFromAPI) を有効化する必要があります。

これまでは、Supplier Data API with Pagination の
/answers エンドポイントを使用して、外部モジュール式質
問事項を更新することができませんでした。このような質
問事項を編集できるのは、サプライヤのみでした。 お客
様は、質問事項に回答を事前入力するために、この API 

での柔軟性の向上を希望していました。

この機能により、Supplier Data API with Pagination の
/answers エンドポイントを使用して、どのような状況 ([未
回答] など) の外部モジュール式質問事項でも更新できる

ようになったため、新たに作成された質問事項にほかの
システムからの回答を事前入力することができます。

お客様は、クライアントアプリケーションを構築して、状況
が [未回答] のままでも、外部システムからのデータを外
部モジュール式質問事項に事前入力することができます。

希望どおり、質問事項に事前入力された回答が含まれる
ようになったため、
サプライヤの利便性が向上しました。

完全なオーサリングとは対照的に、質問事項の検証およ
び更新に必要なサプライヤの処理が削減されます。



3CONFIDENTIAL© 2022 SAP SE or an SAP affiliate company.All rights reserved.  ǀ

機能の概要
説明: どのような状況の外部モジュール式質問事項でも Supplier Data API with Pagination を使用して更新
可能に

機能の詳細情報

現在、クライアントアプリケーションでは、Supplier Data API with Pagination の /answers エンドポイントを使用して、
状況が [未回答]、[提出待ち]、または [再提出待ち] の外部モジュール式質問事項を更新することができません。これ
らの状況の質問事項を編集できるのは、サプライヤのみです。

この機能を有効化すると、この制限が解除されます。

クライアントアプリケーションで、モジュール式質問事項を送信した直後に、状況は [未回答] のまま、ERP システムな
どの外部システムからのデータをモジュール式質問事項に事前入力することができます。

注: Supplier Data API with Pagination の /answers エンドポイントでは、内部モジュール式質問事項の更新は、どの
ような状況でも、常に許可されます。
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サプライヤに表示される事前入力された質問事項

1.モジュール式質問事項をサプライヤに送信します。

2. 既存の Supplier Data API の /answersエンドポイントを使用して、関連する SM ベ
ンダー ID およびモジュール式質問事項のドキュメント ID で情報を事前入力しま
す。

3.サプライヤは、必要に応じて、事前入力された情報を確認および更新し、

モジュール式質問事項を提出することができます。
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